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創校記念日 おめでとう148歳
６月１１日は新湊小学校の創校記念日です。例年、記念集会を開いていますが、今年

はコロナ禍のため、全校テレビ放送を活用して創校148年をお祝いしました。

企画してくれたのは、高学年の運営委員会です。まず、「これでバッチリ！はまっこク

イズ」をしました。

「これでバッチリ！はまっこクイズ」

クイズ① 学校は何歳になったのでしょう？ 【答え】

クイズ② 城岡校長先生は何番目の校長先生でしょう？ ①148歳 ②39番目

クイズ③ 校章は何を表しているのでしょう？ ③桜の花びら、波、

クイズ④ 昔の新湊小学校は何色だったでしょう？ 松葉、奈古の浦

クイズ⑤ 児童玄関に飾ってある絵で一番大きな魚は何でしょう？ ④赤色 ⑤カニ

子供たちは、クイズを通して新湊小学校の歴史を知ることができました。

次は、校歌ダンスです。運営委員が以下の紹介をしました。「… 校歌ダンスは、私た

ちのお父さんやお母さんが小学生だった頃、新湊小学校で考え

られました。その頃は、全校児童が練習をして、その成果を披

露したこともあったそうです。…」

紹介の後、運営委員と５，６年生の校歌ダンス隊で、校歌ダ

ンスを踊りました。全校の子供たちもその映像を見ながら、一

緒に踊りました。

最後に、お祝いの気持ちを込めて、校歌を斉唱しました。今

回は、全校児童が各階のベランダに移動し、中庭を囲んで、み

んなで歌いました。中庭が360度パノラマの屋外ステージのよ

うになり、歌声が響き合い、一体感が生まれました。

私の話では、校歌制定までのエピソードを新湊小学校百年史

を基に紹介しました。

終戦後の昭和21年、当時の学校が校

歌に込めた願いを伝えました。また、

作詞した相馬御風先生は、早稲田大学

の校歌を始め、多くの校歌や童謡「春

よ、来い」等を作詞した有名な作詞家

であったことを伝えました。子供たち

は、自分たちの校歌をますます好きに

なったようでした。

創校記念日を機に、いつまでも母校

を愛する子供になってほしいと思いま

した。
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緊急時児童引き渡し訓練
地震や津波、暴風雨等の自然災害、校区内での強盗や誘拐、通り魔事件等、緊急時には子供

たちの安全確保を一番に考えなければなりません。

６月４日（金）、引き渡し訓練を行いました。今回は、訓練を経験したことがない１，２年

生を対象としました。どの学級でもマニュアルに従い、スムーズに子供の引き渡しが行われて

いました。今後、万が一の場合、「新小メルマガ」により、引き渡しの要請を行うことになり

ます。その際には、訓練が生かされますようお願いいたします。

PTAクリーン作戦
６月６日（日）、PTA による第１回クリーン作戦が行われました。

早朝６時から各町内で集合し、親子で学校までの通学路のゴミを拾

いながら、安全確認をしました。

集合後には、敷地内の除草を行っていただきました。おかげで、

整ったクリーンな環境で学校生活を送ることができています。本当にありがとうございました。

キャリア教育ー聖火ランナーから学ぶー
キャリア教育とは、学習や生活の見通しを立て、学んだことを振り返り

ながら、新たな学習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えた

りする教育です。

６月16日（水）、６年生は、キャリア教育の一環として高岡市出身の映画

監督、金森正晃さんをお招きしました。金森さんは、ライフワークに伝統

産業を通して地域の可能性やものづくりの魅力を伝えておられます。また、

最近では東京オリンピックの富山県聖火ランナーを務められました。子供たちは金森さんから、

「聖火ランナーになった理由」や「地域に関わりながら地元で活躍することの素晴らしさ」に

ついて話を聞きました。また、実際に使った聖火トーチとシューズも見せていただきました。

水泳学習が始まりました
６月10日（木）、高学年の子供たちが、ほぼ２年間使用しなか

ったプールを清掃してくれました。学校のために一生懸命に働

いてくれて頼もしく思いました。

17日（木）、プール開きを２回に分散して行いました。まず、

高学年の児童代表が誓いの言葉を発表しました。次に、代表の

子供がクロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライの模範泳法を披

露しました。きれいなフォームでスピードのある素晴らしい泳

ぎでした。最後に、体育主任の灘先生から「む・し・は・と・ぶ」の話がありました。内容は

お子さんに聞いてみてください。

今年の夏季休業中のプール開放は、更衣室での密を避けることが難しいため、行いません。

短期集中型で、それぞれの目当てに向かって、楽しい水泳学習ができるよう指導していきたい

と思います。

（校長 城岡 恭子）


